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連結子会社（孫会社）に対する訴訟の提起に関するお知らせ 

 
当社連結子会社（孫会社）である中国現地法人 Olympus (Shenzhen) Industrial Ltd.（以下「OSZ」と

いいます。）は、Shenzhen YL Technology Co., Ltd.（以下「YL」といいます。）による訴訟（以下「本

訴訟」といいます。）の提起を受け、中国広東省深圳市中級人民法院（以下「本人民法院」といいま

す。）より送達された訴状を 2020 年 5 月 28 日付で受領いたしましたので、下記の通り、お知らせい

たします。 
記 

1. 訴訟を提起した者 
 YL 
 
2. 訴訟の対象者 

OSZ 

 

3. 第三者としての訴訟参加者 

Olympus (China) Co., Ltd.（当社の連結子会社。以下「OCH」といいます。） 

 

4. 経緯および訴えの概要 

2020 年 1 月 20 日付適時開示「（開示事項の経過）連結子会社（孫会社）の持分譲渡の中止に関す

るお知らせ」でお知らせいたしましたとおり、OSZ の持分全部の YL に対する譲渡（以下「本取引」

といいます。）に関して、YL との間で締結した 2018 年 12 月 25 日付の契約（以下「本持分譲渡契約」

といいます。）は、2020 年 1 月 20 日付で解除され、終了しております。 

2020 年 5 月 28 日付適時開示「連結子会社（孫会社）による行政訴訟への第三者としての訴訟参加

に関するお知らせ」にてお知らせいたしましたとおり、本持分譲渡契約において、YL の義務として、

本取引に関する会社登記を行うことが定められておりましたが、深圳市市場監督管理局（以下「本当

局」といいます。）が YL による会社登記を制限したため、本取引は実行されませんでした。YL は

本当局による会社登記の制限を不服として 2020 年 4 月 15 日付で本当局に対する行政訴訟を提起しま

した。 

本訴訟において、YL は、本持分譲渡契約に基づき OSZ の持分を取得しているとして、OSZ の持分

権者であることの確認を本人民法院に求めております。 

 

5. 今後の見通し 

本訴訟による当社業績への影響はございません。今後開示すべき事象が発生した場合には、速や

かにお知らせいたします。 

以上 


